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充

江
戸
川
乱
歩
の
代
表
作
﹁
屋
根
裏
の
散
歩
者
﹂
︵
﹁
新
青
年
﹂
夏
期
増
刊
号
、

一
九
二
五
年
八
月
︶
は
、
職
業
を
離
れ
て
も
生
活
に
は
困
ら
な
い
郷
田
三
郎

が
主
人
公
で
あ
る
。
何
に
対
し
て
も
興
味
を
抱
け
な
い
﹁
一
種
の
精
神
病
﹂

に
陥
っ
て
い
た
三
郎
は
、
頻
繁
に
下
宿
屋
を
換
え
て
い
た
。
新
築
の
東
栄

館
に
移
っ
た
と
き
、
押
入
れ
で
寝
る
こ
と
に
喜
び
を
見
出
す
。
彼
の
〝
変

態
嗜
好
〟
は
次
第
に
昂
じ
、
屋
根
裏
を
は
い
回
っ
て
他
の
部
屋
を
覗
く
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
つ
い
に
は
歯
科
医
助
手
の
遠
藤
を
毒
殺
し
て
し
ま

う
。
完
全
犯
罪
が
達
成
さ
れ
た
と
思
っ
た
瞬
間
、
三
郎
の
友
人
で
素
人
探

偵
の
明
智
小
五
郎
に
よ
っ
て
、
そ
の
秘
密
が
暴
か
れ
る
。
明
智
が
ト
リ
ッ

ク
を
見
破
っ
た
の
は
、
二
人
が
カ
フ
ェ
で
知
り
合
っ
た
と
き
か
ら
す
で
に
、

〝
変
態
的
な
犯
罪
嗜
好
癖
〟
が
三
郎
に
あ
る
こ
と
を
察
知
し
て
い
た
か
ら

で
あ
っ
た

。

乱
歩
な
ら
で
は
の
推
理
趣
向
が
み
ら
れ
る
こ
の
作
品
に
は
、
興
味
深
い

一
節
が
あ
る
。
三
郎
が
天
井
か
ら
透
見
し
た
部
屋
に
は
﹁
往
々
に
し
て
、

滑
稽
な
、
悲
惨
な
、
或
は
物
凄
い
光
景
﹂
が
展
開
し
て
い
る
。
﹁
相
場
師
﹂

や
﹁
何
々
大
学
の
野
球
の
選
手
﹂
、
﹁
女
の
止
宿
人
﹂
を
め
ぐ
っ
て
﹁
感
情

の
葛
藤
﹂
を
ひ
き
起
こ
し
て
い
る
﹁
止
宿
人
﹂
た
ち

普
段
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
裏
腹
な
、
彼
ら
の
実
態
の
他
に
、
社
会
主
義
思
想
に
共
鳴
す
る
会

社
員
の
私
生
活
が
観
察
さ
れ
て
い
る
。
三
郎
に
よ
れ
ば
、
﹁
平
常
過
激
な

反
資
本
主
義
の
議
論
を
吐
い
て
い
る
会
社
員
が
、
誰
も
見
て
い
な
い
所
で

は
、
貰
っ
た
ば
か
り
の
昇
給
の
辞
令
を
、
折
鞄
か
ら
出
し
た
り
、
し
ま
っ

た
り
、
幾
度
も
幾
度
も
、
飽
か
ず
打
眺
め
て
喜
ん
で
い
る
光
景
﹂
が
存
在

し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
誰
に
も
み
ら
れ
て
い
な
い
と
信
じ
切
っ

て
﹁
本
性
を
さ
ら
け
出
し
た
人
間
と
い
う
も
の
﹂
を
と
ら
え
得
た
瞬
間
で

あ
っ
た
。

｢
屋
根
裏
の
散
歩
者
﹂
が
発
表
さ
れ
た
一
九
二
五
年
は
、
日
本
労
働
組

合
評
議
会
が
結
成
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
日
本
労
働
総
同
盟
か
ら
排
除
さ
れ

た
三
二
組
合
、
一
万
二
五
〇
〇
名
が
集
ま
っ
た
評
議
会
は
、
当
時
非
合
法

に
お
か
れ
て
い
た
日
本
共
産
党
の
影
響
を
強
く
受
け
た
戦
闘
的
労
働
組
合

で
あ
っ
た
。
戦
前
の
労
働
組
合
運
動
が
最
高
潮
に
向
か
お
う
と
す
る
折

に
、
い
か
に
も
乱
歩
ら
し
い
人
間
観
察
の
眼
で
、
﹁
会
社
員
﹂
の
実
像
が

と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
乱
歩
は
一
九
二
一
年
四
月
か
ら
約
一
〇
か
月
間
、

政
治
問
題
に
関
心
を
持
つ
技
術
者
集
団
で
あ
る
工
人
倶
楽
部
の
書
記
長
を

務
め
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
機
関
誌
﹁
工
人
﹂
の
編
集
長
を
兼
ね
、

雑
誌
編
集
と
い
う
﹁
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
全
力
を
注
い
で
い
た

︵
１
︶

﹂
。
同
誌

第
七
号
︵
一
九
二
一
年
八
月
︶
は
﹁
最
近
労
働
争
議
記
録
号
﹂
と
さ
れ
、
特

六
五



集
号
の
序
文
と
し
て
﹁
我
々
は
工
人
の
立
場
よ
り
冷
静
な
る
批
判
を
下
し
、

最
良
の
態
度
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
﹂
と
問
題
提
起
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
。
通
常
よ
り
数
千
部
を
増
刷
し
、
一
般
書
店
の
店
頭
に
並
べ
て
も
ら
っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
乱
歩
が
労
働
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と

し
た
と
い
う
よ
り
も
、
持
前
の
﹁
時
局
便
乗
の
商
売
気
﹂
が
発
揮
さ
れ
た

か
ら
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

︵
２
︶

。

と
こ
ろ
で
乱
歩
に
よ
れ
ば
、
﹁
屋
根
裏
の
散
歩
者
﹂
で
描
か
れ
た
﹁
押

入
れ
の
中
で
寝
る
妙
な
男
の
生
活
﹂
と
は
、
﹁
つ
ま
り
私
自
身
の
こ
と
﹂

で
あ
っ
た
と
い
う
。
﹁
昔
二
十
四
、
五
歳
の
折
、
三
重
県
鳥
羽
の
造
船
所

に
勤
め
て
い
て
、
ま
た
し
て
も
会
社
勤
め
に
い
や
気
が
さ
し
、
独
身
者
合

宿
所
の
自
分
の
部
屋
の
押
入
れ
の
中
に
隠
れ
て
、
会
社
か
ら
呼
び
に
来
て

も
気
づ
か
れ
ぬ
よ
う
に
、
襖
を
し
め
き
っ
て
、
そ
の
真
暗
な
中
で
、
壁
に

ア
イ
ン
ザ
ム
カ
イ
ト
な
ん
て
落
書
き
を
し
て
、
ま
じ
ま
じ
と
寝
こ
ろ
ん
で

い
た
﹂
。
そ
の
頃
の
生
活
を
素
材
に
し
て
、
こ
の
作
品
が
執
筆
さ
れ
た
の

で
あ
る
︵
﹃
探
偵
小
説
四
十
年
﹄
、
一
九
六
一
年
七
月
、
桃
源
社
︶
。

乱
歩
が
鳥
羽
に
滞
在
し
て
い
た
の
は
、
鈴
木
商
店
鳥
羽
造
船
所
電
機
部

庶
務
係
に
就
職
し
た
一
九
一
七
年
一
一
月
一
一
日
か
ら
、
同
社
を
退
職
し

て
上
京
し
た
一
九
年
一
月
ま
で
の
足
か
け
三
年
の
間
で
あ
っ
た
。
乱
歩
自

選
の
伝
記
資
料
で
あ
る
﹃
貼
雑
帖
﹄
で
は
、
﹁
面
白
カ
ツ
タ
点
デ
ハ
私
ノ

従
来
ノ
生
活
ノ
タ
メ
ノ
職
業
ノ
内
デ
ハ
、
コ
ノ
鳥
羽
ノ
一
年
余
リ
ガ
一
番

面
白
カ
ツ
タ
ト
云
ヘ
ル
ヤ
ウ
デ
ア
ル
﹂
と
回
想
し
て
い
る
。
伊
勢
志
摩
と

い
え
ば
、
木
下
恵
介
監
督
の
映
画
﹃
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
﹄︵
一
九
五
七

年
、
松
竹
︶

全
国
を
転
々
と
す
る
過
酷
な
生
活
の
な
か
で
燈
台
守
夫
婦

が
唯
一
、
安
ら
か
な
気
持
ち
に
な
れ
た
の
が
安
乗
埼
灯
台
で
あ
っ
た
。
乱

歩
に
と
っ
て
も
、
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か

。

つ
ぎ
に
、
乱
歩
が
滞
在
し
て
い
た
と
き
の
鳥
羽
の
様
子
を
点
描
し
て
み

よ
う
。

＊

＊

乱
歩
の
鳥
羽
を
語
る
に
は
、
坂
手
小
学
校
教
師
の
村
山
隆
子

後
に

結
婚
す
る
こ
と
に
な
る

と
出
会
っ
た
こ
と
や
、
造
船
所
の
同
僚
鈴
木

茂
や
松
村
家
武
た
ち
と
﹁
鳥
羽
お
と
ぎ
倶
楽
部
﹂
を
結
成
し
、
町
内
の
劇

場
や
小
学
校
で
お
伽
話
の
会
を
開
い
た
こ
と
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
造
船
所
発
行
の
雑
誌
﹁
日
和

に

ち

わ

﹂
の
編
集
を
手

が
け
た
こ
と
で
あ
る
。
﹁
日
和
﹂
は
﹁
社
内
報
と
し
て
社
員
の
教
養
娯
楽

媒
体
で
あ
る
と
同
時
に
地
元
鳥
羽
町
と
の
融
和
﹂
を
目
的
に
創
刊
さ
れ
た
。

技
師
長
の
桝
本
卯
平
が
こ
の
企
画
を
援
助
し
、
桝
本
の
配
慮
に
よ
っ
て
、

乱
歩
は
こ
の
雑
誌
の
編
集
に
専
念
で
き
る
待
遇
に
な
っ
た
。
第
二
号

︵
一
九
一
八
年
一
二
月
一
五
日
︶
の
巻
頭
論
文
﹁
厖
雑
よ
り
統
一
へ
﹂
は
、
本

名
の
平
井
太
郎
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
、
雑
誌
創
刊
時
の
鳥

羽
の
町
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
。

過
般
、
職
工
対
鳥
羽
町
民
の
軋
轢
が
、
所
謂
鳥
羽
暴
動
と
顕
れ
た
。

愚
者
は
勢
の
極
ま
る
所
を
予
想
し
得
ぬ
。
消
極
的
智
者
は
勢
の
極
ま

る
所
以
を
知
ら
ず
し
て
唯
未
然
に
防
が
ん
と
す
る
。
積
極
的
智
者
は

勢
の
極
ま
る
自
然
の
理
を
体
し
て
そ
の
成
り
行
き
に
任
せ
る
。
破
裂

六
六
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二
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一
五
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す
べ
き
火
山
は
人
力
の
止
め
得
ぬ
所
、
さ
れ
ば
大
西
郷
は
城
山
の
露

と
消
え
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
鳥
羽
暴
動
は
結
果
に
於
て
、
鳥
羽

町
と
我
会
社
と
の
融
和
統
一
を
齎
し
た
も
の
と
云
ひ
得
る
。

更
ら
に
言
ふ
。
我
等
は
今
や
統
一
に
努
力
す
べ
き
時
代
に
入
た
の

で
あ
る
。

﹁
職
工
対
鳥
羽
町
民
の
軋
轢
﹂
が
原
因
と
さ
れ
る
﹁
鳥
羽
暴
動
﹂
と
は

何
か

。
﹃
鳥
羽
市
史
﹄
下
巻
︵
鳥
羽
市
、
一
九
九
一
年
三
月
︶
に
は
﹁
米

騒
動
と
造
船
所
職
工
の
商
店
襲
撃
﹂
︵
一
九
三
～
一
九
九
頁
︶
、
﹃
三
重
県
史
﹄

資
料
編
近
代
４
社
会
文
化
︵
三
重
県
、
一
九
九
一
年
一
二
月
︶
に
は
﹁
米
騒
動

と
鳥
羽
事
件
﹂
︵
五
三
七
～
五
四
一
頁
︶
と
い
う
項
目
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
﹃
三
重
県
史
﹄
は
民
衆
乃
至
民
衆
史
の
視
点
に
立
っ
て
、
暴﹅

動﹅

で
は

な
く
事﹅

件﹅

と
い
う
言
葉
を
慎
重
に
選
ん
で
使
っ
て
い
る
。
単
な
る
住
民
騒

動
で
は
な
く
民
衆
蜂
起
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
﹃
鳥
羽
市
史
﹄
に
も
と
づ
い
て
、
鳥
羽
造
船
所
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
み
よ
う
。
鳥
羽
造
船
所
は
一
九
一
六
年
一
二
月
、
神
戸
の
財
閥
鈴
木
商

店
が
、
そ
れ
ま
で
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
造
船
・
電
灯
事
業
の
す
べ
て
を

買
収
し
、
株
式
会
社
鳥
羽
造
船
所
を
設
立
し
た
。
一
九
一
八
年
五
月
、
鈴

木
商
店
は
鳥
羽
造
船
所
お
よ
び
播
磨
造
船
所
を
鈴
木
商
店
傘
下
の
帝
国
汽

船
株
式
会
社
に
合
併
し
、
帝
国
汽
船
造
船
部
鳥
羽
造
船
工
場
と
改
称
さ
せ

た
。
発
展
膨
張
の
著
し
さ
は
、
生
産
額
が
一
九
一
七
年
に
は
二
〇
五
万
円

で
あ
っ
た
の
が
二
〇
年
に
は
五
〇
三
万
六
千
円
に
拡
大
し
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
て
職
工
数
が
九
八
〇
名
か
ら
一
八
七
一
名
へ
と
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、
近
世
に
は
侍
屋
敷
の
あ
っ
た
鳥
羽

町
奥
谷
の
区
域
に
、
一
〇
〇
軒
余
の
社
宅
が
立
ち
並
ぶ
ほ
ど
で
あ
っ
た
と

い
う
。
ち
な
み
に
乱
歩
が
居
住
し
て
い
た
一
九
一
七
年
一
一
月
一
一
日
か

ら
一
九
年
一
月
ま
で
の
間
、
鳥
羽
造
船
所
で
は
五
隻
の
船
が
建
造
さ
れ
て

進
水
し
、
総
ト
ン
数
は
七
六
九
七
ト
ン
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。

好
景
気
に
沸
く
鳥
羽
造
船
所
で
職
工
た
ち
が
商
店
を
襲
撃
し
た
の
は
、

一
九
一
八
年
一
一
月
七
日
で
あ
っ
た
。
前
年
に
お
け
る
米
の
不
作
に
と
も

な
っ
て
、
投
機
目
的
の
米
の
買
い
占
め
が
お
こ
な
わ
れ
、
米
価
が
急
騰
し

て
い
た
。
同
年
七
月
に
は
、
米
の
移
出
を
停
止
し
廉
売
を
求
め
て
、
富
山
湾

沿
岸
地
帯
か
ら
米
騒
動
が
発
生
し
て
い
た
。
三
重
県
内
で
は
八
月
一
二
～

一
六
日
ま
で
の
間
に
、
八
市
町
村
で
三
〇
〇
〇
名
が
加
わ
っ
た

︵
３
︶

。
津
市
で

は
、
住
宅
五
七
棟
・
附
属
建
物
八
〇
余
棟
が
類
焼
し
、
知
事
の
要
請
に
よ
っ

て
歩
兵
五
一
連
隊
か
ら
二
個
中
隊
が
出
動
す
る
事
態
に
ま
で
至
っ
た
。

一
六
日
に
は
一
〇
〇
余
名
が
検
挙
さ
れ
、
そ
の
う
ち
首
謀
者
と
み
な
さ
れ

た
二
〇
余
名
が
安
濃
津
監
獄
未
決
監
に
収
容
さ
れ
た
。

鳥
羽
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
﹃
鳥
羽
市
史
﹄
に
よ
れ
ば
、
﹁
鳥
羽
地

域
で
は
米
騒
動
が
起
き
た
と
の
史
料
は
な
い
が
、
米
価
騰
貴
が
住
民
生
活

を
直
撃
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

︵
４
︶

﹂
。
﹃
鳥
羽
市
史
﹄
が
史
料
と
し
て

用
い
て
い
る
﹁
加
茂
村
事
務
報
告
書
﹂
か
ら
は
、
﹁
農
家
は
米
の
不
作
に

は
悩
ま
さ
れ
た
が
、
生
糸
・
木
炭
・
縄
な
ど
の
副
業
部
門
で
は
値
上
げ
で

潤
っ
て
い
る
と
か
、
鳥
羽
造
船
所
・
南
洋
貿
易
会
社
の
造
船
職
工
は
賃
金

が
倍
加
し
て
い
る
等
の
記
述
が
あ
り
、
好
景
気
で
豊
か
な
分
野
と
そ
う
で

な
い
分
野
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
た
﹂
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
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﹁
︵
志
摩
︶
郡
内
で
も
米
に
余
裕
の
あ
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
の
格

差
は
相
当
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
﹂
と
い
う

︵
５
︶

。

こ
の
よ
う
に
生
活
格
差
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
鳥
羽
暴
動
が
発
生
し
た
。

暴
動
の
原
因
は
、
好
景
気
で
賃
金
収
入
の
よ
い
職
工
た
ち
に
、
地
元
商
店

が
高
値
で
商
品
を
売
り
つ
け
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
職
工
た
ち
は
、
九

州
や
大
阪
や
神
戸
か
ら
来
た
、
職
人
肌
で
気
の
荒
い
熟
練
工
が
多
か
っ
た
。

当
時
の
史
料
に
は
、
﹁
元
来
鳥
羽
町
は
戸
数
僅
に
千
余
戸
に
し
て
此
の
造

船
所
の
発
展
に
伴
ひ
物
価
の
激
騰
を
来
た
し
、
殊
に
職
工
が
多
額
の
賃
銀

を
得
る
に
乗
じ
、
家
賃
及
び
諸
物
価
を
引
上
げ
、
町
民
と
の
間
に
差
別
を

設
け
、
不
当
の
利
益
を
貪
ら
ん
と
す
る
の
傾
﹂
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

︵
６
︶

。
ま

た
暴
動
の
原
因
は
、
鳥
羽
町
が
﹁
昔
よ
り
一
夜
泊
り
の
船
頭
相
手
の
商
売

を
為
し
来
れ
る
習
慣
今
に
去
ら
ず
、
造
船
所
の
職
工
等
に
対
し
て
も
他
地

方
に
比
し
著
る
し
く
高
き
借
家
賃
を
強
ひ
尚
ほ
諸
物
価
に
暴
利
を
貪
れ
る

為
め
、
職
工
達
は
日
頃
よ
り
町
民
に
対
し
て
悪
感
情
を
懐
き
居
た
る
﹂
こ

と
に
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
感
冒
に
罹
っ
た
一
人
の
職
工
が
﹁
風
邪
薬
を
買

ひ
に
行
き
た
る
に
、
定
価
二
十
銭
の
も
の
を
三
十
五
銭
に
売
付
け
た
る
為

め
大
い
に
其
不
法
を
憤
り
、
鳥
羽
警
察
署
に
訴
ふ
る
と
共
に
朋
輩
に
其
事

を
話
し
た
る
が
導
火
線
と
な
れ
る
も
の
ゝ
如
し
﹂
と
さ
れ
る
︵
﹁
大
阪
朝
日

新
聞
﹂
一
九
一
八
年
一
一
月
九
日
夕
刊
︶
。
一
九
一
八
年
一
一
月
七
日
、
造
船
所

職
工
二
〇
〇
名
が
加
わ
っ
て
、
二
九
三
余
戸
を
破
壊
し
た
。
被
害
総
額
は

二
万
四
三
三
五
円
に
上
っ
た
。
と
り
わ
け
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
の
は

一
九
一
二
年
創
業
の
料
理
旅
館
待
月
楼
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
職
工
た
ち
が

二
階
ま
で
入
っ
て
建
具
類
を
破
壊
し
、
被
害
額
は
一
万
円
に
上
っ
た
。
地

元
住
民
と
職
工
と
の
間
に
異
な
る
価
格
を
設
定
し
、
暴
利
を
貪
っ
て
い
た

料
理
旅
館
に
、
彼
ら
が
強
い
反
感
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
反
面
、

理
髪
店
と
湯
屋
は
﹁
差
別
的
待
遇
を
為
さ
ざ
り
し
と
て
被
害
を
蒙
り
た
る

も
の
な
し
﹂
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た

︵
７
︶

。
こ
の
暴
動
に
加
わ
っ
た
職
工
の
ほ

と
ん
ど
は
、
造
船
所
鉄
工
部
に
所
属
す
る
も
の
で
、
同
部
七
〇
〇
名
の
う

ち
約
二
〇
〇
名
が
参
加
し
た
。
暴
動
を
扇
動
し
た
と
さ
れ
る
四
名
を
は
じ

め
一
七
九
名
が
予
審
に
付
さ
れ
た
。
裁
判
の
結
果
、
首
謀
者
の
う
ち
二
名

に
は
二
年
六
カ
月
、
八
カ
月
の
懲
役
刑
が
科
さ
れ
た
。
鳥
羽
造
船
所
も
事

態
の
収
拾
の
た
め
に
桝
本
卯
平
が
奔
走
し
、
見
舞
金
二
万
円
と
公
設
市
場

資
金
三
万
円
を
鳥
羽
町
に
寄
付
し
、
造
船
所
か
ら
供
給
す
る
電
灯
料
を
二

割
値
下
げ
す
る
こ
と
に
し
た
と
さ
れ
る

︵
８
︶

。

＊

＊

で
は
、
こ
の
暴
動
の
当
時
、
乱
歩
は
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
職

工
で
は
な
く
、
事
務
職
で
あ
っ
た
乱
歩
が
暴
動
に
直
接
的
に
参
加
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
﹃
貼
雑
帖
﹄
を
読
め
ば
、
思
い
が
け
な
い
相
貌
が
み

え
て
く
る
。
乱
歩
に
よ
れ
ば
、
﹁
大
正
七
年
秋
デ
ア
ツ
タ
カ
、
物
価
騰
貴

ノ
タ
メ
月
給
ガ
一
躍
三
倍
程
ニ
上
ツ
タ
コ
ト
ガ
ア
ル
。
ソ
コ
デ
私
ノ
収
入

ハ
ボ
ー
ナ
ス
ヲ
加
算
ス
ル
ト
百
円
程
ニ
ナ
ツ
タ
。
ソ
ン
ナ
コ
ト
カ
ラ
デ
ア

ラ
ウ
、
同
年
十
一
月
ニ
ハ
鳥
羽
町
ノ
松
田
ト
イ
フ
金
持
医
師
ノ
別
荘
ヲ

二
十
円
ホ
ド
ノ
家
賃
デ
借
リ
受
ケ
、
一
人
デ
ソ
コ
ニ
住
ム
コ
ト
ニ
シ
タ
﹂

と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
乱
歩
は

そ
れ
ま
で
︵
ボ
ー
ナ
ス
を
除

く
︶
月
給
は
二
十
円
で
あ
っ
た

贅
を
存
分
に
味
わ
う
側
に
い
た
の
で

あ
る
。
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さ
ら
に
﹃
貼
雑
帖
﹄
に
は
、
鳥
羽
造
船
所
を
退
職
す
る
際
に
、
﹁
退
職

金
ハ
僅
カ
三
百
円
程
デ
ア
ツ
タ
ガ
、
鳥
羽
ノ
料
亭
ソ
ノ
他
ノ
借
金
ハ
千
円

ニ
モ
上
ツ
テ
ヰ
タ
ノ
デ
、
到
底
支
払
ヒ
ヲ
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ズ
、
ソ
ノ
返

済
ハ
後
日
ヲ
期
シ
テ
、
ソ
ノ
マ
ヽ
東
京
ヘ
出
タ
ノ
デ
ア
ル
﹂
と
あ
る
。
職

工
が
打
ち
こ
わ
し
に
向
か
っ
た
料
亭
で
、
乱
歩
は
享
楽
生
活
を
送
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

労
働
運
動
に
関
す
る
記
事
を
執
筆
す
る
一
方
、
料
亭
で
一
〇
〇
〇
円
も

の
借
金
を
抱
え
る
ま
で
に
放
蕩
し
て
い
た
乱
歩
は
、
何
を
見
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
イ
ン
フ
レ
の
嵐
の
な
か
で
生
活
格
差
が
拡
大
し
、
人
び
と
は
互

い
に
嫉
み
、
疑
い
深
く
な
っ
て
い
た
。
乱
歩
の
作
品
に
登
場
す
る
高
等
遊

民
の
主
人
公
は
、
﹁
貧
す
れ
ば
互
い
の
ル
ー
ル
も
破
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
貧
し
い
者
が
貧
し
い
友
人
を
た
た
き
の
め
す
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

︵
10
︶

﹂

︵
松
山
巖
氏
︶
と
洞
察
す
る
視
点
を
持
っ
て
い
た
。

鳥
羽
町
で
は
一
九
一
七
年
一
二
月
二
〇
日
に
、
一
八
四
戸
三
九
一
棟
を

焼
失
さ
せ
る
大
火
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
年
に
は
、
米
価
が
年
間
二
倍

に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
諸
物
価
も
一
斉
に
上
昇
し
、
一
般
賃
金
も
倍
増
し

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
鳥
羽
町
の
洋
服
仕
立
職
人
の
日
当
は
、
一
九
一
八

年
三
月
の
九
〇
銭
が
一
九
年
三
月
に
は
二
円
三
〇
銭
、
大
工
の
日
当
も
一

円
か
ら
二
円
に
上
が
っ
た
。
公
務
員
や
教
員
に
対
し
て
、
年
度
途
中
か
ら

三
～
五
割
の
臨
時
給
与
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
鳥
羽
町
の
歳

出
は
一
九
一
七
年
度
の
一
六
四
二
万
円
か
ら
一
八
年
度
の
三
〇
五
八
万

円
、
二
〇
年
度
の
四
六
二
一
万
円
へ
と
急
増
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ

れ
る

︵
９
︶

。

乱
歩
が
鳥
羽
を
去
っ
た
一
九
一
九
年
の
五
月
、
鳥
羽
造
船
所
製
罐
部
の

職
工
た
ち
が
労
働
争
議
を
起
こ
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
実
施
し
た

賃
金
二
割
増
を
会
社
側
が
一
方
的
に
打
ち
切
っ
た
こ
と
に
、
職
工
が
反
発

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
一
一
月
一
一
日
に
大
戦
が
終
結
し
、

大
不
況
の
波
が
日
本
社
会
を
飲
み
込
も
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
年
に
は
、

石
川
島
造
船
所
、
神
戸
川
崎
造
船
所
・
兵
庫
分
工
場
、
長
崎
三
菱
造
船
所
、

三
菱
神
戸
造
船
所
、
三
井
物
産
玉
造
造
船
所
、
播
磨
造
船
所
で
も
労
働
争

議
が
起
こ
っ
て
い
た
。

他
方
、
乱
歩
に
雑
誌
編
集
の
仕
事
を
与
え
た
桝
本
卯
平
は
、
一
九
一
九

年
一
〇
月
、
第
一
回
国
際
労
働
会
議
に
労
働
者
代
表
と
し
て
出
席
す
る
た

め
に
渡
米
し
た
。
政
府
の
水
面
下
の
工
作
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
桝
本
は
、

官﹅

選﹅

代
表
と
し
て
労
働
組
合
か
ら
非
難
さ
れ
て
い
た
。
帰
国
後
、
﹁
労
働

王
桝
本
氏
が
宿
論
の
理
想
的
自
治
工
場
を
名
古
屋
に
設
立
﹂
と
い
う
見
出

し
の
記
事
が
﹁
新
愛
知
﹂
︵
一
九
二
一
年
五
月
三
〇
日
︶
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

桝
本
に
よ
れ
ば
、
﹁
工
業
自
治
は
労
働
者
の
最
も
自
覚
し
た
も
の
で
資
本

主
の
工
業
の
材
料
を
提
供
し
た
も
の
に
依
つ
て
労
働
者
が
作
業
し
そ
の
利

益
金
は
資
本
主
と
労
働
者
が
対
等
で
分
配
し
労
働
者
は
又
そ
の
利
得
金
の

一
部
を
割
つ
て
積
立
て
ゝ
一
つ
の
別
個
財
産
に
し
て
病
気
其
他
の
用
意
金

に
し
て
居
る
﹂
と
い
う
。
労
働
争
議
が
頻
発
化
し
、
労
使
関
係
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
ゆ
く
な
か
、
桝
本
は
み
ず
か
ら
工
場
を
設
立
し
、
自

己
の
理
想
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
一
方
、
理
想
と
は
懸
隔
し
た

境
域
に
着
目
し
、
人
間
の
内
奥
に
潜
ん
で
い
る
衝
動
や
欲
望

た
と
え

ば
〝
変
態
的
な
犯
罪
嗜
好
癖
〟
な
ど

を
推
理
小
説
の
な
か
で
巧
み
に
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描
き
出
そ
う
と
し
た
の
が
乱
歩
で
あ
っ
た
。

︻
注
︼

江
戸
川
乱
歩
の
本
文
は
、
光
文
社
文
庫
版
﹃
江
戸
川
乱
歩
全
集
﹄
、
﹃
貼
雑
年
譜
﹄

︵
一
九
八
九
年
七
月
、
講
談
社
︶
に
拠
っ
て
い
る
。

鳥
羽
暴
動
の
資
料
と
し
て
中
世
古
松
之
助
﹁
鳥
羽
造
船
所
の
暴
動
﹂
︵
﹁
伊
勢
公
論
﹂
第

七
号
、
一
九
五
二
年
一
一
月
︶
を
参
考
に
し
た
。

︵
１
︶
平
井
憲
太
郎
﹃
乱
歩
の
軌
跡

父
の
貼
雑
帖
か
ら
﹄
︵
二
〇
〇
八
年
七
月
、
東
京

創
元
社
、
一
三
〇
頁
︶

︵
２
︶
同
右
、
一
三
六
頁

︵
３
︶
黒
川
み
ど
り
﹃
地
域
史
の
な
か
の
部
落
問
題

近
代
三
重
の
場
合
﹄
︵
二
〇
〇
三

年
三
月
、
解
放
出
版
社
、
八
五
～
九
五
頁
︶
参
照

︵
４
︶
﹃
鳥
羽
市
史
﹄
下
巻
︵
鳥
羽
市
史
編
纂
室
、
一
九
九
一
年
三
月
、
一
九
三
頁
︶

︵
５
︶
同
右
、
一
九
六
頁

︵
６
︶
﹁
三
重
県
志
摩
郡
鳥
羽
町
の
所
謂
鳥
羽
騒
擾
事
件
︵
安
濃
津
地
方
裁
判
所
検
事
正

大
正
七
年
十
一
月
十
五
日
付
報
告
参
照
︶
﹂
︵
同
右
、
一
九
七
頁
︶

︵
７
︶
︵
４
︶
と
同
じ
、
一
九
八
頁

︵
８
︶
同
右

︵
９
︶
︵
４
︶
と
同
じ
、
一
八
八
頁

︵
10
︶
松
山
巖
﹃
乱
歩
と
東
京

一
九
二
〇

都
市
の
貌
﹄
︵
一
九
九
四
年
七
月
、
筑
摩

書
房
、
八
一
頁
︶

︹
付
記
︺
本
稿
は
、
三
重
大
学
公
開
セ
ミ
ナ
ー
﹁
江
戸
川
乱
歩
の
二
一
世
紀

︱

生
誕

一
二
〇
周
年
記
念

︱
﹂
︵
二
〇
一
五
年
一
月
三
一
日
、
名
張
市
武
道
交
流
館
い
き
い

き
多
目
的
ホ
ー
ル
︶
で
の
講
演
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

［
お
に
し

や
す
み
つ

本
学
教
員
］

七
〇

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
・
二
十
六
号
・
二
〇
一
五
年
六
月


